
 

平成 24 年度 特にすぐれた助成事業 

 
 

 

 
 
 事業の背景                                  
 
◆介護保険をはじめとする公的なサービスだけでは、高齢者の多様化する生活ニーズへの支援に

は限界があり、「制度外の支援は利用料金が高くて使いづらい」、「生活の困りごとを相談する相
手先が見つからない」といった声も聞かれるようになっていました。また、支援する側の専門
職の方々も、高齢者の期待に応え切れていないことにストレスを感じている状況でした。 

 
◆そこで、この団体では、地域の団塊世代を中心に、介護保険制度等によるフォーマルサービス

と地域住民による生活支援等のインフォーマルサービスを、切れ目なく一体的に提供できる支
え合いのシステムづくりに取り組まれました。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆介護・福祉の切れ目のない支援づくりを目指すため、平成２２年度から WAM 助成を活用して

「高齢者サポートセンター」を設置しています。このセンターでは、複数のコーディネーター
による丁寧な相談が行われ、適切な支援先へとスピーディーにつないでいます。 

 
◆この仕組みには、寝屋川市内の行政、医療・福祉・介護関係団体等で構成された地域ぐるみの

運営協議会が設立され、高齢者の生活上の課題解決に向けて検討されています。 
 
◆フォーラムの開催やカフェの運営、サポートセンター利用パンフレットの配布を通じて、寝屋

川市内に事業の浸透を図った結果、支援件数は倍増し、地域に活動が浸透した効果で、支援者
も着実に増えています。 

 
◆生活支援を担うこの事業は、寝屋川地域での「地域包括ケア」の後押しにも貢献しています。

今後、孤立しがちな高齢者の生活支援ニーズの多様化に向けた活動のレベルアップや、大阪市、
堺市などへの仕組みの広がりが期待されます。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

キーワード 孤立防止 高齢者 見守り 活 動 地 域 大阪府 

事 業 名 団塊世代による高齢者相互の支え合い事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 5,732 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 寝屋川あいの会  

所 在 地 
〒572-0042 大阪府寝屋川市東大利町 11-1 

ＴＥＬ：072-801-1871 

団 体 Ｈ Ｐ http://www5.ocn.ne.jp/~ainokai/newpage2.html 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 
 
☞元気高齢者が生活上の課題を抱える高齢者をサポートする、有償ボランティアによる支

え合いの仕組みを構築したことで、多様な生活ニーズに応じた支援が行われています。 
 
☞寝屋川市、社会福祉協議会、ＮＰＯ団体、介護事業所等が一体となり「寝屋川高齢者サ

ポートセンター」を設置、コーディネーターによる丁寧な対応によって、適切な支援へ
とスピーディーにつなげています。 

ここに注目！ 

http://www5.ocn.ne.jp/~ainokai/newpage2.html
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120201027-02.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120201027-02.pdf

